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本会は自衛隊員の激励及び慰問､退職隊員
の就職協力等を行うと共に自衛隊の諸行事
に協力し隊員との親睦を図り､防衛思想の
普及並びに隊員の健全な育成発展に協力す
るを目的とする｡

図表Ⅲ-2-4-4

在沖米海兵隊の意義・役割
わが国の戦略的要衝として重要性を有する沖
縄本島に、わが国の安全保障上、南西諸島地域に
おける防衛力を維持する必要性は極めて高い。こ
うした地理的優位性を有する沖縄において、優れ
た即応性・機動性を持ち、武力紛争から自然災害
に至るまで、多種多様な広範な任務に対応可能な
米海兵隊（※2）が駐留することは、わが国のみな
らず、東アジア地域の平和や安全の確保のために
重要な役割を果たしている。
※2　海兵隊は、訓練時や展開時には司令部、陸上・航空・後方
支援の各要素を同時に活用しており、各種事態への速や
かな対処に適している。

沖縄の地理的優位性
○　沖縄本島は、南西諸島のほぼ中央にあり、ま
た、わが国のシーレーン（※1）に近いなど、わが
国の安全保障上、極めて重要な位置にある。

○　朝鮮半島や台湾海峡といった、わが国の安全
保障に影響を及ぼす潜在的な紛争発生地域に
相対的に近い（近すぎない）位置にある。
→　潜在的紛争地域に迅速に部隊派遣が可能
な距離にあり、かつ、いたずらに軍事的緊張
を高めることなく、部隊防護上も近すぎない
一定の距離を置ける位置にある。

○　周辺国からみると、大陸から太平洋にアクセ
スするにせよ太平洋から大陸へのアクセスを
拒否するにせよ、戦略的に重要な位置にある。

※1　わが国は、全貿易量の99％以上を海上輸送に依存
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20km

在日米海兵隊在日米空軍

在日米海軍在日米陸軍

（注）在日米軍ホームページなどをもとに作成

第3海兵後方支援群司令部

牧港補給地区

第1-1防空砲兵大隊
●ペトリオットPAC-3

沖縄艦隊基地隊
対潜哨戒機中隊
●P-3C対潜哨戒機
●P-8A哨戒機　など

第3海兵師団司令部
第3海兵機動展開部隊司令部

キャンプ・コートニー

第12海兵連隊（砲兵）
第31海兵機動展開隊司令部

キャンプ・ハンセン

第4海兵連隊（歩兵）

キャンプ・シュワブ

●港湾施設
●貯油施設

ホワイト・ビーチ地区

第36海兵航空群
●CH-53ヘリ
●AH-1ヘリ
●UH-1ヘリ
●MV-22オスプレイ　など

普天間飛行場

第1海兵航空団司令部

キャンプ瑞慶覧

第10支援群
第1特殊部隊群（空挺）第1大隊

トリイ通信施設

第18航空団
●F-15戦闘機
●KC-135空中給油機
●HH-60ヘリ
●E-3早期警戒管制機　など

嘉手納飛行場
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1　わが国の総合ミサイル防空能力

（1）基本的考え方
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2016年　空自第9航空団新編（那覇）
2017年　空自南西航空方面隊新編（那覇）
2017年　空自南西航空警戒管制団新編（那覇）

2019年　陸自宮古警備隊新編（宮古島）
2020年　陸自第7高射特科群移駐（宮古島）
2020年　陸自第302地対艦ミサイル中隊新編（宮古島）

2019年　陸自奄美警備隊新編（奄美）

2016年　陸自与那国沿岸監視隊新編（与那国）

2020年　空自警戒航空団新編（浜松）

2020年　陸自輸送航空隊（V-22）暫定配備（木更津）

2018年　陸自水陸機動団新編（相浦）

陸自部隊 海自部隊 空自部隊
【凡例】

与那国島

尖閣諸島

石垣島
宮古島

久米島
沖縄本島

沖永良部島

奄美大島

（2021年4月1日現在）
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図表Ⅰ-1-2-1

極東ロシア
320機260隻 61万t8万人（12）

2,900機

730隻 212万t

海兵隊 4万人（8）
97万人（210）

中国
550機800隻 11万t

北朝鮮
110万人（33）

640機

230隻 26万t

46万人（52）
海兵隊 2.9万人（3）

韓国

80機
2万人（5）

在韓米軍

350機

140隻 51万t

14万人（15）

日本

150機
2万人（1）

在日米軍

50機（艦載）

30隻 40万t

米第7艦隊

520機
250隻 20.5万t

海兵隊 1万人（3）
9万人（15）

台湾

（注）　１　資料は、米国防省公表資料、「ミリタリー・バランス（2021）」などによる。
　　　２　日本については令和2年度末における各自衛隊の実勢力を示し、作戦機数は空自の作戦機（輸送機を除く）および海

自の作戦機（固定翼のみ）の合計である。
　　　３　在日・在韓駐留米軍の陸上兵力は、陸軍および海兵隊の総数を示す。
　　　４　作戦機については、海軍および海兵隊機を含む。
　　　５　（　）内は、師団、旅団などの基幹部隊の数の合計。北朝鮮については師団のみ。台湾は憲兵を含む。
　　　６　米第7艦隊については、日本およびグアムに前方展開している兵力を示す。
　　　７　在日米軍及び米第7艦隊の作戦機数については戦闘機のみ。

凡例
陸上兵力
（20万人）

艦艇
（20万t）

作戦機
（500機）

500km
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☆わが国周辺における主な兵力の状況（概数）

図表Ⅰ-2-1-4

・2017年6月、マティス国防長官（当時）は、海軍艦艇の60％、
陸軍の55％、艦隊海兵軍の約3分の2を太平洋軍（当時）の
責任地域に配備しているほか、海外の戦術航空アセットの
60％を同地域に配備する旨発言。18年5月、「インド太平洋
軍」へ改称
・2021年1月、2021年度国防授権法において、インド太平洋
地域における米国の抑止力の強化等を目的とする「太平洋
抑止イニシアチブ」を発表

【シンガポール】
・沿岸域戦闘艦（LCS）のロー
テーション展開
・P-8のローテーション展開

【インド】
・アパッチ攻撃ヘリ、C-17輸送機などを
供与

【ベトナム】
・空母がダナン港に寄港
（ベトナム戦争終結後初）
・海軍艦艇がカムラン港に
寄港

【フィリピン】
・対テロ用装備品の比軍への提供
・共同演習（バリカタン）で上陸訓練の実施

【台湾】
・武器売却を決定
・米艦艇による台湾海峡通過
・2018年国防授権法において、①武器調達支
援、②艦艇の台湾寄港検討、③台湾の演習への
参加、④高官交流などを促す条項あり

【グアム】
・無人海洋偵察機の展開

【日本】
・MV-22オスプレイ、F-35Bの配備
・BMD対応型イージス艦の追加配備
・ドック型輸送揚陸艦の追加配備
・F-35Bを搭載可能な強襲揚陸艦「アメリカ」を配備

【韓国】
・THAADの配備

【オーストラリア】
・海兵隊のローテーション展開
・米空軍航空機のローテーション展開を増加

図表Ⅰ-2-1-3

アフリカ軍

中央軍

欧州軍

北方軍

南方軍

インド太平洋軍

 陸軍 ： 約2.6万人
 海軍 ： 約0.7万人
 空軍 ： 約3.0万人
 海兵隊 ： 約0.1万人
 総計 ： 約6.4万人

（1987年総計約35.4万人）

ヨーロッパ正面

 陸軍 ： 約47.8万人
 海軍 ： 約34.2万人
 空軍 ： 約33.0万人
 海兵隊 ： 約18.1万人
 総計 ： 約133.1万人

（1987年総計約217万人）

米軍の総兵力

陸軍 ： 約3.5万人
海軍 ： 約3.8万人
空軍 ： 約2.9万人
海兵隊 ： 約2.8万人
 総計 ： 約12.9万人

（1987年総計約18.4万人）

アジア太平洋正面

（注）　１　資料は、米国防省公刊資料（2020年12月31日）などによる。
　　　２　アジア太平洋正面の配備兵力数には、ハワイ・グアムへの配備兵力を含む。
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☆インド太平洋地域への関与（イメージ）

図表Ⅰ-1-2-1

極東ロシア
320機260隻 61万t8万人（12）

2,900機

730隻 212万t

海兵隊 4万人（8）
97万人（210）

中国
550機800隻 11万t

北朝鮮
110万人（33）

640機

230隻 26万t

46万人（52）
海兵隊 2.9万人（3）

韓国

80機
2万人（5）

在韓米軍

350機

140隻 51万t

14万人（15）

日本

150機
2万人（1）

在日米軍

50機（艦載）

30隻 40万t

米第7艦隊

520機
250隻 20.5万t

海兵隊 1万人（3）
9万人（15）

台湾

（注）　１　資料は、米国防省公表資料、「ミリタリー・バランス（2021）」などによる。
　　　２　日本については令和2年度末における各自衛隊の実勢力を示し、作戦機数は空自の作戦機（輸送機を除く）および海

自の作戦機（固定翼のみ）の合計である。
　　　３　在日・在韓駐留米軍の陸上兵力は、陸軍および海兵隊の総数を示す。
　　　４　作戦機については、海軍および海兵隊機を含む。
　　　５　（　）内は、師団、旅団などの基幹部隊の数の合計。北朝鮮については師団のみ。台湾は憲兵を含む。
　　　６　米第7艦隊については、日本およびグアムに前方展開している兵力を示す。
　　　７　在日米軍及び米第7艦隊の作戦機数については戦闘機のみ。

凡例
陸上兵力
（20万人）

艦艇
（20万t）

作戦機
（500機）

500km
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☆沖縄における在日米軍主要部隊などの配置図（令和２年度末現在）

（約22km）
（約44km）

（EEZ）

（約370km）

領空≒領海上空
防空識別圏

☆日本の領空・領海・排他的経済水域

☆沖縄を除く地域における在日米軍主要部隊などの配置図（令和２年度末現在）

防衛白書日本の防衛
令和3年版

ダイジェスト

わが国周辺海空域などにおける活動  ..................................................................................................  P.32

●

●

500km

沖縄
宮古島

尖閣諸島
台湾

寧波

東京

日本海

青島

奄美大島

与那国島

※場所・航跡等はイメージ、推定含む

空母「遼寧」

凡例
海上戦力
航空戦力

H-6爆撃機 Su-30戦闘機シャン級潜水艦

わが国周辺で確認された中国海空軍（海上・航空自衛隊撮影）

紀伊半島沖までの爆撃機進出
（2017年8月）

沖縄・宮古島間を
通過しての頻繁
な太平洋進出

潜没潜水艦等の尖閣
諸島接続水域等航行
（2018年1月）

中国軍と推定される潜水艦が接続
水域内を潜没航行（2020年6月）

東シナ海及
び上空での
中国海空軍
の活動頻繁な日本海進出中露海軍共同演習

「海上協力2017」

中露海軍共同演習
「海上協力2019」

中露爆撃機が長距離共同飛行
（2019年7月：東シナ海～日本海）
（2020年12月：東シナ海～日本海
～太平洋）

太平洋での空母艦載
戦闘機（推定含む）の
飛行
（2018年4月）
（2020年4月）
（2021年4月）

0

2

4

6

8

10

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

（侵入日数）

（月）

（年）

1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1 5 9 1

21

1 5 9 5 91

☆わが国周辺で確認された中国海空軍（海上・航空自衛隊撮影）

（3）横須賀海軍施設への米空母の展開

13

13
14

（4）厚木飛行場及び岩国飛行場に関する施策

14

図表Ⅲ-2-4-15

（注）在日米軍ホームページなどをもとに作成

在日米海兵隊在日米空軍

在日米海軍在日米陸軍

第12海兵航空群
●F／A-18戦闘攻撃機
●KC-130空中給油機
●F-35B戦闘機
●C-12輸送機　など

第5空母航空団（空母艦載機）
●F／A-18戦闘攻撃機
●EA-18電子戦機
●E-2早期警戒機
●C-2輸送機

岩国

横須賀艦隊基地隊
第7艦隊
●空母（ロナルド・レーガン）
●巡洋艦
●揚陸指揮艦（ブルーリッジ）
●駆逐艦　など

横須賀　在日米海軍司令部

厚木航空基地隊
第5空母航空団
●MH-60ヘリ

厚木

第5空軍司令部
第374空輸航空団
●C-130輸送機
●C-12輸送機
●UH-1ヘリ
●CV-22

第38防空砲兵旅団司令部

相模　総合補給廠

第1軍団（前方）

座間　在日米陸軍司令部

横田　在日米軍司令部

三沢

第10ミサイル防衛中隊
●TPY-2レーダー（いわゆる「Xバンド・レーダー」）

車力

統合戦術地上ステーション

三沢航空基地隊
第7艦隊哨戒偵察航空群
●P-3C対潜哨戒機　など

第35戦闘航空団
●F-16戦闘機
※上記のほか、RQ-4グローバルホークを
ローテーション展開（2017、2019、
2020年は横田にローテーション展開）

第14ミサイル防衛中隊
●TPY-2レーダー（いわゆる「Xバンド・レーダー」）

経ヶ岬

佐世保艦隊基地隊
第7艦隊
●強襲揚陸艦（アメリカ）
●輸送揚陸艦
●揚陸艦
●掃海艦　など

佐世保

第

章

第4節

☆九州・南西地域における主要部隊新編状況（2016年以降）（概念図）

我が国周辺で何が起こっているのか？（Ⅵ）我が国周辺で何が起こっているのか？（Ⅵ）
（わが国の防衛体制　第２面に「日本の安全保障小史」事態別の自衛隊の行動）

令和３年版防衛白書等から抜粋
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戦後わが国の安全保障政策小史
西　暦 安 全 保 障 ・ 自 衛 隊 国 際 情 勢

1941（昭 16） 12 太平洋戦争（対米英中蘭）始まる 12.8 真珠湾攻撃 
12 対独伊宣戦

1945（昭 20）
8.14 ポツダム宣言受諾 
8.15 第 2 次世界大戦終わる 
9.2 降伏文書調印

2 ヤルタ会談（米・英・ソ） 
8.9 日ソ中立条約破棄 
8.6 広島 8.9 長崎に原爆投下 
8.15 無条件降伏

1946（昭 21） 5 吉田内閣成立 5 極東国際軍事裁判 
10 国際連合　ニューヨーク

1947（昭 22） 5 日本国憲法制定 3 トルーマンドクトリン

1948（昭 23） 4 海上保安庁 4 ソ連ベルリン封鎖を開始 
9 朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）

1949（昭 24） 2 第 3 次吉田内閣
4 北大西洋条約機構（NATO）発足 
10 中華人民共和国建国（毛沢東） 
12 国民党台湾へ移動、中台分断

1950（昭 25） 9 警察予備隊 中ソ友好同盟相互援助条約調印 
6 朝鮮戦争（～ 53.7 朝鮮休戦協定）

1951（昭 26）
9 サンフランシスコ講和条約締結

日米安全保障条約署名
10 保安隊発足

4 マッカーサー最高司令官解任

1952（昭 27） 4 講話条約、日米安全保障条約発効 
10 保安隊発足

1 李承晩ライン宣言 
11 米水爆実験

1954（昭 29） 7 防衛庁 陸海空自衛隊発足 9 中国人民解放軍　金門・馬祖砲撃

1956（昭 31） 12 日本国際連合加盟 4 ソ連コミンフォルム解散 
10 ハンガリー動乱

1957（昭 32）
5 国防の基本方針決定
（専守防衛、文民統制、非核原則）

第 1 次防衛力整備計画
8 ソ連 CBM 実験

ソ連世界初の人工衛星スプートニク打ち上げ

1960（昭 35） 6 「日米安全保障条約」地位協定締結 5 U-2 型機撃墜事件

1961（昭 36） 陸自 13 個師団へ改変 
第 2 次防衛力整備計画 1 ケネディ米大統領就任

1962（昭 37） 11 防衛施設庁発足 10 キューバ危機

1964（昭 39） 6 部分的核実験禁止条約 2 大阪防衛協会発足 
8 トンキン湾事件

1965（昭 40） 2 三矢研究発覚 
6 日韓基本条約成立 2 ベトナム戦争～ 1975

1966（昭 41） 11 第 3 次防衛力整備計画の大綱 5 中国文化大革命始まる

1967（昭 42） 3 第 3 次防衛力整備計画決定 8 東南アジア諸国連合（ASEAN）

1969（昭 44） 4「F- ４EJ」国産日米覚書署名 7 ニクソンドクトリン

1972（昭 47） 9 第 4 次防衛力整備計画 
9 日中国交正常化

2 米中共同声明　ニクソンショック 
5 沖縄返還

1973（昭 48） 7 自衛隊沖縄防空任務開始 3 ベトナム戦争終結 
11 第 4 次中東戦争

1974（昭 49） 4 防衛医科大学校開校 ７ ニクソン大統領訪ソ

1976（昭 51） 8 日中平和友好条約署名 
10 51 防衛計画の大綱（基盤的防衛力）

9 毛沢東死去（文革終了） 
鄧小平「改革・開放政策」

1978（昭 53） 11「日米防衛協力のための指針」（1） ４ 中国漁船団尖閣諸島周辺領海侵犯

1979（昭 54） 7 中期業務見積もり（昭和 54 ～ 59 年） 1 米中国交正常化（台湾と断交） 
12 ソ連アフガン侵攻

1980（昭 55） 2 海自リムパックに初参加 9 イランイラク戦争～ 88

1989（平成元） 2 大喪の礼 
3 新 BADGE システム運用開始

2 ソ連アフガン撤退 
6 中国天安門事件 
11 ベルリンの壁崩壊 
12 マルタ会談（冷戦終結）

1990（平 2） 90 ～ 91 日本湾岸戦争に 130 億ドル拠出 8 イラクがクウエートに侵攻 
10 東西ドイツ統一

1991（平 3） 4 ペルシャ湾へ掃海艇派遣 
6 雲仙普賢岳噴火災害派遣

1 湾岸戦争勃発
米ソ START1 調印

12 ソ連消滅 CIS 発足

1992（平 4） 6 国際平和協力法施行（PKO 法） 
9 ～ 93.9 カンボジア自衛隊派遣 8 中韓国交樹立

1993（平 5） 3 イージス艦「こんごう」就役 
5 ～ 95.1 国連モザンピーク活動

3 北朝鮮 NPT 脱退 
11 欧州連合（EU）発足 
11 初の APEC 首脳会議

1994（平 6） 9 ～ 12 ルワンダ難民 
12 第 1 回アジア太平洋安全保障セミナー

4 ルワンダ虐殺　各地で地域紛争
国連海洋法条約発効

1995（平 7）
1.17 阪神淡路大震災 
3.20 地下鉄サリン事件 
11 07 防衛計画の大綱（基盤的防衛力）

3 朝鮮半島エネルギー開発機構（KEDO） 
9 沖縄駐留米兵による女子児童暴行

1996（平 8）
日米安全保障共同宣言 
2 ～ 13.1 国連兵力引き離し（UNDOF）派遣 
ACSA（日米物品役務相互提供協定）

3 台湾初の総統選挙 李登輝総統 
7 国連海洋法条約発効

1997（平 9） 1 ロシアナホトカ号重油流失災害派遣 
97「日米防衛協力のための指針」（2） 7 香港 中国へ返還

西　暦 安 全 保 障 ・ 自 衛 隊 国 際 情 勢
1998（平 10） 6 改正 PKO 協力法成立   北朝鮮ミサイル発射実験

1999（平 11）
［有事法制］　 
　武力攻撃事態・周辺事態法成立 
9 トルコ国際緊急援助 
11 ～ 00.2 東チィモール難民支援

能登半島沖不審船事案 
マカオ返還一国二制度導入

2000（平 12） 対人地雷廃棄 
12 中期防衛力整備計画（H13 ～ H17 年） 6 南北朝鮮首脳会談

2001（平 13） 11 ～ 07.11 テロ対策特措法
海自インド洋給油活動

9.11 米中枢同時多発テロ
テロとの戦い

九州南西海域不審船事案
2002（平 14） 9 日朝首脳会談

2003（平 15） 武力攻撃事態対処法 
イラク支援特措法

3 ～ 5 米英軍イラク攻撃開始 
4 イラクフセイン政権崩壊

2004（平 16）
1 ～ 09.2 イラク人道復興支援活動
 サマーワへ 
12 16 防衛計画の大綱（基盤的防衛力）

3 マドリード列車爆破

2005（平 17） 1 ～ 15.3 インドネシア国緊援助活動 7 ロンドン同時爆破テロ

2006（平 18） 12 改正防衛省設置法・自衛隊法成立
「再編のための日米ロードマップ」 10 北朝鮮地下核実験

2007（平 19） 1 防衛省（陸海空統合）発足 12 在日米陸軍再編（前方司令部）

2008（平 20） 10 ～ 11.9 国連スーダンミッション 
12 イラクから空自派遣輸送航空団帰国

9 リーマンショック世界金融危機
東南アジア諸国連合（ASEAN）発足

2009（平 21） 3 ～ソマリアアデン湾海賊対処 
9 鳩山内閣成立 4 オバマ大統領演説

2010（平 22） 9 尖閣諸島沖中国漁船衝突事件 
12 22 防衛計画の大綱（動的防衛力）

日米安全保障条約締結 50 周年 
中国が GDP 世界第 2 位　国防動員法制定

2011（平 23） 3.11 東日本大震災 
11 ～ 国連南スーダンミッション

5 ビンラーディン殺害 
12 北朝鮮金正恩体制に

2012（平 24） 9 第 2 次安倍内閣 
9 東ティモール統合ミッション

3 シリア内戦 
11 習近平国家主席

2013（平 25）

1 アルジェリア日本人襲撃
中国の台頭顕著

10 台風 26 号災害派遣（伊豆大島） 
12 国家安全保障戦略（NSS） 
12 特定秘密保護法成立 
12 25 防衛計画の大綱（統合機動防衛力）

3 中国国家主席習近平「一帯一路」
（中華民族の偉大なる復興）

 オバマ「米国は世界の警察ではない」宣言

2014（平 26）

1 国家安全保障局（NSC） 
4「防衛装備移転 3 原則」決定 
9 御嶽山災害派遣 
12 新日米防衛協力のための指針」（3）
（集団的自衛権の限定行使容認）

3 露 ウクライナクリミア半島併合 
　　中国南シナ海に人工島 
6 イスラム国（IS）国家樹立

2015（平 27）

4 新［日米ガイドライン］策定 
9 平和安全保障法制可決 
10 防衛装備庁新設 
12 韓国慰安婦
「最終的かつ不可逆的可決」

7 イラン核合意 
8 欧州難民危機 
　中国国家安全法制定 
11 パリ同時多発テロ

2016（平 28）

3 平和安全保障法制施行 
4 熊本地震災害派遣
「自由で開かれたインド太平洋」提唱

5 G7 サミット（伊勢志摩） 
10 鳥取県地震災害派遣

5 オバマ大統領広島訪問 
6 英国 EU 離脱派勝利

北朝鮮初の ICBM 発射活発

2017（平 29） 2 日米共同声明
1 トランプ大統領就任 
7 北朝鮮初の ICBM 発射　9 水爆実験 
9 �中ロ共同演習（日本海オホーツク海国家情報法

サイバーセキュリティー法

2018（平 30）
3 米除く 11 か国 TPP に署名 12 発効 
7 西日本豪雨災害派遣 
12 中期防決定（イージスアショア） 
12 30 防衛計画の大綱（多次元統合防衛力）

4 日米共同声明 
6 米朝首脳会談　　米中対立激化

中国海警局強化武装警察部隊に編入

2019（平 31）
（令和元）

5.1 天皇陛下即位　新元号「令和」 
6 主要 20 か国首脳会議大阪市で開催 
7.4 �対韓輸出規制発動（フッ化ポリイミドレ

ジスト、高純度フッ化水素）

5 米トランプ大統領来日 
8 中距離核戦力全廃条約失効 
8 ～ 12 北朝鮮新型 SLBM ミサイル発射

2020（令 2）

2 海自艦アラビア海で活動開始 
4.7 ～ 5.25 #1 新型コロナ緊急事態宣言 
6 ホルムズ海峡日本タンカ―受撃 
6 イージス・アショア断念 
7.4 九州豪雨災害派遣 
9.16 安倍内閣退陣、菅内閣発足 
9.20 バイデン大統領と電話会談 
11 日米印豪 4 か国（クアッド）よる演習

1 中国武漢発新型コロナ蔓延 
1.11 台湾総統選挙蔡英文氏圧勝 
1.30 WHO「緊急事態」宣言 
4.11 新型コロナ「パンデミック」表明 
7 香港で国家安全維持法施行 
10.26 中国５中総会

2021（令 3）

1.7 ～ 3.21 #2 新型コロナ緊急事態宣言 
3 日米安全保障協議委員会（「2+2」） 
4 日米首脳会談（菅・バイデン大統領）
（日米安全保障条約 5 条尖閣諸島に適用）

4.23 ～ 6.20 #3 新型コロナ緊急事態宣言 
5 ～ 11 末 自衛隊ワクチン大規模接種 
7.3 熱海土砂災害 
7.8 ～ 9.30 #4 新型コロナ緊急事態宣言 
8.24 自衛隊輸送機アフガン出発 9.3 帰国
9.12 北朝鮮新型巡航ミサイル発射実験
9.24 日米豪印「クワッド」首脳会談

1 米バイデン大統領就任 
2 ミャンマーでクーデター 
2 中国改正国防法、海警法改正 
4 米アフガン撤収表明 
6.11 ～ 13 G7 サミット（英）（台湾明記） 
7.1 中国共産党創建 100 年式典 
7.23 ～ 8.8 8.25 ～ 9.5 東京五輪開催 
8.15 アフガン政権崩壊タリバン制圧 
8.26 アフガンで自爆テロ（IS ？） 
8.30 米軍アフガンから撤収

事　　態 事　態　の　細　部 自　衛　隊　の　行　動（台湾有事中国の行動） 安　保　法　制

グレーゾーン事態
純然たる平治でも有事でもない幅広い状況　国家間において
領土主権海洋を含む経済権益などについて対立し現状の変更
を試み、主張・要求の受け入れを強要しようとする状況

引き続き警戒監視活動と同時に米軍の艦船や戦闘機など自衛隊が守るなどアセット防護
サイバーなどで社会インフラを攻撃 自衛隊法改正

重要影響事態
そのまま放置すれば日本に対する直接の武力攻撃に至るおそ
れのある事態等日本の平和と安全に重要な影響を与える事態 

【重要影響事態法第 1 条】

自衛隊による米軍の行動の支援を行う等後方支援活動（弾薬の提供、戦闘機への給油等）
捜索救助活動、船舶検査活動、その他の措置自衛隊の活動範囲に地理的制約がない

（東沙諸島等台湾の離島を占領、台湾海峡バシー海峡封鎖等）

自衛隊法（84 条）改正 
後方支援活動としての物品
役務の提供等

存立危機事態
日本と密接な関係にある他国に対する武力攻撃が発生し、こ
れにより日本の存立が脅かされ、国民の生命、自由及び幸福
追及の権利が根底から覆される明白な危険がある事態

【事態対処法第 2 条第 4 号】

日本が直接攻撃を受けていなくても集団的自衛権の行使可、武力行使可
米軍艦艇や航空機の防護、機雷掃海、弾道ミサイル防衛、船舶検査、武力行使可

（航空・ミサイル攻撃、着上陸侵攻）
自衛隊法改正 
武力攻撃事態法改正

武力攻撃予測事態
武力攻撃事態には至っていないが、事態が緊迫し、武力攻撃
が予想されるに至った事態

【事態対処法第 2 条第 3 号】

「武力の行使」のための「新三要件」
（１）�我が国に対する武力攻撃が発生したこと，又は我が国と密接な関係にある他国に対す

る武力攻撃が発生し，これにより我が国の存立が脅かされ，国民の生命，自由及び幸
福追求の権利が根底から覆される明白な危険があること

（２）�これを排除し，我が国の存立を全うし，国民を守るために他に適当な手段がないこと
（３）必要最小限度の実力行使にとどまるべきこと

自衛隊法（70 ～ 77 条）改正

武力攻撃事態
わが国に対する外部からの武力攻撃が発生した事態又は武力
攻撃が発生する明白な危険が切迫していると認められるに
至った事態国際社会の平和と安全を脅かす事態

【事態対処法第 2 条第 2 号】

個別的自衛権の発動対象となり、防衛出動を命じられた自衛隊は敵部隊に必要な武力行使
できる

（在日米軍基地を攻撃、尖閣諸島先島諸島等を占拠）
自衛隊法（70 ～ 77 条）改正 
武力攻撃事態法改正

国際平和共同
対処事態

国際社会の平和と安全を脅かす事態で、その脅威を除去する
ために国際社会が国連憲章の目的に従い、共同して対処する
活動を行い、かつ、日本が国際社会の一員としてこれに主体
的かつ積極的に寄与する必要のあるもの

国連 PKO 、国際的な紛争で米軍や多国籍軍を後方支援、人道復興支援活動、船舶検査によ
る海洋安全保障活動、国際的選挙監視活動 を行う
自衛隊の海外派遣を随時可能にする

国際平和支援法 
PKO 協力法改正 
船舶検査法改正

事態別の自衛隊の行動 （2015年9月19日）
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大
東
亜
戦
争
を
知
ら
な
い
人
が

全
体
の
95
％
に
達
し
た
今
日
、
い

つ
何
の
た
め
に
ど
こ
の
国
と
戦

い
、
開
戦
も
終
戦
も
わ
か
ら
な
い
。

　

私
は
少
し
で
も
語
り
継
ぐ
こ
と

が
私
の
使
命
と
思
っ
て
い
る
。

　

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大

日
本
帝
国
は
大
東
亜
戦
争
を
戦

い
、
支
那
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
に
は
勝
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の

巨
大
な
軍
事
力
と
広
島
、
長
崎
の

二
発
の
原
爆
投
下
で
戦
力
の
大
半

を
失
い
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
軍
が
不

戦
条
約
を
破
棄
し
て
北
方
領
土
を

占
領
し
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五

日
、
昭
和
天
皇
の
決
断
に
よ
っ
て

大
東
亜
戦
争
の
中
止
を
宣
告
さ
れ

た
。
当
時
日
本
の
人
口
は
約
７
１

３
８
万
人
、
戦
死
者
約
２
３
０
万

人
、
市
民
死
者
約
80
万
人
（
広
島

長
崎
原
爆
死
者
約
34
万
人
）、
海
外

戦
地
に
約
２
４
０
万
人
で
あ
っ
た
。

　

終
戦
の
八
月
十
五
日
は
、
朝
か

ら
晴
天
で
暑
か
っ
た
。
正
午
に
ラ

ジ
オ
で
玉
音
が
放
送
さ
れ
た
。
当

時
私
は
岐
阜
商
業
４
年
生
で
16
歳
、

実
家
の
焼
け
跡
で
炎
天
の
中
で
父

と
二
人
で
天
皇
陛
下
の
詔
書
を
聞

い
た
。
そ
の
日
か
ら
空
襲
警
報
が

な
く
な
り
、
疎
開
し
て
い
た
田
舎

の
農
家
に
電
燈
が
灯
り
、
食
料
を

少
し
づ
つ
分
け
て
貰
っ
て
命
を
繋

い
だ
。
雑
草
、穀
物
、小
魚
、昆
虫
、

鳥
類
、
果
物
等
生
き
る
た
め
に
口

に
入
る
も
の
は
何
で
も
食
べ
た
。

幸
い
母
校
は
焼
け
な
か
っ
た
の
で

８
月
下
旬
か
ら
授
業
が
始
ま
っ
た

が
、
教
科
書
も
ノ
ー
ト
も
無
く
先

生
の
講
話
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
当

時
の
先
生
は
皆
国
士
で
あ
り
、
大

和
魂
が
生
き
て
い
た
。
校
長
先
生

以
下
各
先
生
か
ら
命
が
け
で
祖
国

の
た
め
に
働
け
と
教
え
ら
れ
、
日

本
人
は
必
ず
再
起
す
る
と
激
励
さ

れ
た
。
昭
和
21
年
ま
で
は
教
育
勅

語
が
生
き
て
い
た
の
で
当
時
日
本

の
９
割
が
教
育
勅
語
に
よ
っ
て
育

て
ら
れ
、
そ
の
遺
産
は
絶
対
消
え

去
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　

大
日
本
帝
国
が
焦
土
か
ら
わ
ず

か
十
年
で
再
建
で
き
た
の
は
こ
の

教
育
勅
語
に
よ
っ
て
育
っ
た
大
和

魂
と
大
和
撫
子
の
力
で
あ
る
と
信

じ
て
や
ま
な
い
。
し
か
し
こ
の
敗

戦
に
よ
っ
て
日
本
帝
国
最
大
の
国

難
を
天
に
自
ら
運
命
を
神
に
預
け

ら
れ
た
が
、
最
高
位
か
ら
最
低
位

ま
で
最
も
大
き
な
落
差
を
感
じ
ら

れ
た
の
は
昭
和
天
皇
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
天
皇
は
皇
紀
二
六
〇
〇

年
（
昭
和
十
五
年
十
一
月
）
を
全

国
民
と
共
に
祝
福
し
、
八は

っ
こ
う
い
ち
う

紘
一
宇

の
精
神
（
昭
和
初
期
、
世
界
大
恐

慌
の
中
、
欧
米
主
要
国
が
経
済
優

先
で
弱
肉
強
食
の
搾
取
の
構
造
に

加
わ
る
こ
と
な
く
家
族
の
如
く
世

界
で
強
い
国
が
弱
い
民
族
の
た
め

に
働
い
て
こ
そ
世
界
は
平
和
に
な

る
）
を
も
っ
て
大
東
亜
共
栄
圏
を

建
設
す
る
目
的
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
昭
和
天
皇
は
敗
戦
に

つ
い
て
全
く
動
ず
る
事
無
く
不

退
転
の
決
断
を
神
国
と
共
に
示

さ
れ
た
。

　

こ
の
絶
対
の
決
断
な
く
し
て

大
東
亜
戦
争
を
開
始
し
、
全
国

民
玉
砕
を
も
覚
悟
し
た
陸
海
軍

も
戦
争
終
結
の
大
混
乱
も
な
く
、

潔
く
敗
戦
を
受
け
入
れ
た
の
で

あ
る
。

　

当
時
の
内
閣
総
理
大
臣
東
条

英
機
は
終
戦
に
際
し
て
「
私
は

最
後
ま
で
こ
の
戦
争
は
自
衛
戦

で
あ
り
、
承
認
せ
ら
れ
た
る
国

際
法
に
は
違
反
せ
ぬ
戦
争
な
り
」

と
主
張
し
、「
戦
争
責
任
に
つ
い

て
は
天
皇
に
責
任
な
し
、
当
時

の
総
理
大
臣
た
り
し
私
の
責
任

で
あ
り
ま
す
」
と
明
言
し
、
昭

和
二
十
三
年
十
二
月
東
京
裁
判

に
よ
っ
て
絞
首
刑
と
な
っ
た
。

　

昭
和
天
皇
は
「
戦
争
の
責
任
は

す
べ
て
私
の
責
任
で
あ
り
、
首

相
と
い
え
ど
も
皆
私
の
命
令
に

よ
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
す

べ
て
の
責
任
は
私
一
人
に
あ
る
」

と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
な
ん
と

い
う
香
り
高
い
こ
と
か
。　
　

　

世
界
に
お
け
る
日
本
の
存
在

価
値
を
一
人
で
も
多
く
の
日
本

人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今

も
っ
て
八
紘
一
宇
の
精
神
が
世

界
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
止

ま
な
い
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の

圧
巻
は
、
何
と
言
っ
て
も
二
千
機

の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
国
立
競
技

場
の
夜
空
に
、
地
球
儀
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
た

こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
名
の
由
来
は
、「
ミ

ツ
バ
チ
の
雄
」
を
表
し
、
飛
行
音

が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
発
想
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
軍
事
目
的
で
開

発
が
進
め
ら
れ
、
最
大
機
密
事
項

で
あ
っ
た
た
め
に
そ
の
開
発
者
は

不
明
で
す
。
開
発
目
的
は
、
爆
弾

を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
敵
の
飛

行
機
に
衝
突
さ
せ
て
撃
墜
し
よ
う

と
い
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
上
手
く
ゆ
か
ず
お
蔵
入

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
１
９
８
０
年
代
か
ら

産
業
用
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
と
相
ま
っ
て
、

２
０
０
０
年
代
に
は
農
薬
散
布
を

始
め
色
々
な
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
日
で

は
、
手
軽
に
空
撮
を
し
、
人
跡
未

踏
の
場
所
や
災
害
地
な
ど
危
険
を

伴
う
地
域
の
撮
影
に
も
大
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
現
在
、ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
宅
配
サ
ー
ビ
ス
も
実

験
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
交
通
状
況
に

左
右
さ
れ
ず
に
荷
物
が
配
達
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
物
流
業
界

は
大
変
革
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
。

▼
便
利
な
も
の
は
危
険
な
も
の

　

古
来
よ
り
、人
の
た
め
に
と
思
っ

て
作
っ
た
文
明
の
利
器
に
は
必
ず

そ
の
裏
面
が
あ
り
、
恐
ろ
し
い
結

果
を
歴
史
に
刻
ん
で
い
ま
す
。
重

い
荷
物
を
運
ぶ
奴
隷
を
見
て
不
憫

に
思
い
、
車
輪
を
開
発
し
た
人
が

い
ま
し
た
。
彼
は
、
そ
の
車
輪
が

彼
等
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
た
の
を

見
て
大
満
足
し
、
こ
の
世
を
去
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
後
年
生
ま
れ

変
わ
っ
た
時
、そ
の
車
輪
が“
大
砲
”

を
運
ん
で
い
る
の
を
見
た
ら
、
ど

う
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

科
学
者
達
は
、“
圧
倒
的
に
強

い
武
器
や
兵
器
を
開
発
す
れ
ば
、

敵
が
屈
し
て
白
旗
を
揚
げ
、
早
く

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
出
来

る
”
と
い
う
単
純
な
概
念
の
下
に
、

い
と
も
容
易
く
戦
争
と
結
び
つ
き

ま
し
た
。

　

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
は

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
か
ら
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
を
作
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
で

あ
る
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ー
バ
ー
は
空

気
中
の
窒
素
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
肥

料
を
作
り
、
人
々
を
飢
餓
か
ら
救

い
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
毒
ガ
ス
の
材
料
と

な
っ
て
第
一
次
世
界
大
戦
の
大
量

殺
戮
を
生
み
出
し
、
や
が
て
そ
の

中
の“
チ
ク
ロ
ン
B
”が
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
で
同
胞
を
殺
戮
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ホ
ッ

チ
キ
ス
は
連
続
し
て
紙
束
を
止
め

る
事
務
機
器
の
ア
イ
デ
ア
か
ら

機
関
銃
を
、
宇
宙
に
行
く
夢
か
ら

ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
に
入
っ
た
フ
ォ

ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
世
界
初
の
ミ
サ

イ
ル
V
2
号
を
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
原
子
爆
弾
の
開

発
と
、
そ
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
人
間
社

会
を
よ
り
便
利
に
と
期
待
さ
れ
る

ド
ロ
ー
ン
も
例
に
漏
れ
ず
、
当
初

の
開
発
目
的
通
り
軍
事
用
に
用
い

ら
れ
だ
し
ま
し
た
。

▼
悪
魔
の
ド
ロ
ー
ン

　

昨
年
と
違
っ
て
、
今
年
の
香
港

で
は
全
く
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
、
本
来
防
犯
に
用
い

る
“
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
”
に
デ
モ

の
リ
ー
ダ
ー
の
顔
を
記
憶
さ
せ
、

摘
発
に
使
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
ト
ル
コ
の
軍
メ
ー
カ
ー

S
T
M
社
開
発
の
K
a
r
g
u
ー

2
と
い
う
ド
ロ
ー
ン
は
、
二
十

機
く
ら
い
の
編
隊
で
飛
行
し
、
敵

や
標
的
を
見
つ
け
る
と
ド
ロ
ー
ン

自
体
が
突
っ
込
ん
で
ゆ
き
体
当
た

り
攻
撃
を
仕
掛
け
る
タ
イ
プ
で

す
。
こ
の
ド
ロ
ー
ン
に
は
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
も
搭
載
さ
れ
、
個
々

の
場
所
で
特
定
の
人
物
を
検
知

し
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
個
人
の

殺
戮
も
可
能
で
す
。
こ
の
模
様

は
Y
o
u
T
u
b
e
の
動
画
で

S
T
M
社
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と
し

て
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
か
ら
恐
ろ

し
い
！
そ
し
て
、
こ
の
ド
ロ
ー

ン
（
K
a
r
g
u
ー
2
）
の
一

般
名
称
が
「
K
a
m
i
k
a
z
e 

d
r
o
n
e
」（
神
風
ド
ロ
ー
ン
）

…
…
旧
日
本
軍
の
特
攻
隊
か
ら

と
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
は
、
そ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
人
間
が
遠
隔
地
で
操
作
し
て

い
ま
す
の
で
、
攻
撃
に
は
人
間
の

判
断
が
入
り
ま
す
。
そ
れ
だ
と

数
秒
の
時
間
差
が
生
じ
る
た
め
、

既
に
A
I
（
人
工
知
能
）
を
搭
載

し
、
ド
ロ
ー
ン
自
身
が
標
的
を
判

別
し
て
攻
撃
を
行
う
自
立
型
殺

傷
兵
器
の
開
発
に
入
り
ま
し
た
。

そ
し
て
既
に
、
リ
ビ
ア
に
於
い

て
ト
ル
コ
軍
が
こ
の
ド
ロ
ー
ン

兵
器
で
人
間
へ
の
攻
撃
が
為
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
国
連
が

報
告
し
て
い
ま
す
。

▼
止
め
る
な
ら
今
！

　
「
ド
ロ
ー
ン
が
“
知
性
”
を
持

ち
始
め
た
。
止
め
る
な
ら
今
し
か

な
い
！
」
世
界
の
有
識
者
は
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ア
ル
カ
イ
ダ
の
9
・
11

同
時
テ
ロ
さ
え
色
褪
せ
て
し
ま

う
よ
う
な
被
害
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン

は
、
安
い
も
の
な
ら
五
千
円
程

で
購
入
で
き
る
た
め
、
オ
タ
ク

の
中
学
生
が
改
造
し
テ
ロ
を
起

こ
す
可
能
性
も
十
分
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、「
ア

ル
バ
ニ
ア
が
ト
ル
コ
か
ら
攻
撃

型
ド
ロ
ー
ン
を
十
二
億
円
で
購

入
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
る
昨
今
、

「
こ
の
事
態
は
C
O
R
O
N
A
災

禍
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
く
な

る
」
と
、
A
I
研
究
の
第
一
人

者
、
マ
ッ
ク
ス
・
テ
グ
マ
ー
ク
氏

は
、
映
画
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
の

ド
ロ
ー
ン
版
に
対
し
て
「
人
工

知
能
時
代
に
人
間
で
あ
る
と
い

う
こ
と
－
」
と
い
う
本
を
書
き
、

深
い
憂
慮
と
危
惧
を
示
し
て
い

ま
す
。

連
載
エ
ッ
セ
イ

  

夕
暮
れ
の
街 

そ
の
�

新
渡
戸
稲
造
・
武
士
道 

� 

　
M
&
U
ス
ク
ー
ル
学
長

　
梅う
め   

谷た
に     

忠た
だ   

洋ひ
ろ

（
フ
ル
ー
ト
奏
者
・「
お
も
い
で
酒
」
作
曲
家
）

特
別
寄
稿 

八
月
十
五
日
に
想
う

大
和
ク
ラ
ブ 

会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
士
　
篠し
の

　
田だ

　
喜き

　
作さ
く

大
和
魂
と
日
本
の
歴
史
を

伝
承
す
る
! !

　
大
和
ク
ラ
ブ

（
新
憲
法
制
定
、
教
育
勅
語
復

活
推
進
河
野
・
村
山
談
話
破
棄

運
動
、
千
島
列
島
・
竹
島
奪
還
、

北
朝
鮮
拉
致
家
族
奪
還
運
動
）

会
長 

国
士 

篠
田
喜
作

（
岐
阜
市
長
森
本
町
一
―
一
―
一
）

　

☎
〇
五
八
・
二
四
五
・
五
二
八
三

※�

連
絡
い
た
だ
い
た
方
に
は
会
報

と
貴
重
な
資
料
等
送
り
ま
す
。

楯じ
ゅ
ん　

　
　
滴て

き

世
界
は
一
つ
に
な
れ
る

　

コ
ロ
ナ
禍
と
猛
暑
の
中
、
７
月
23

日
か
ら
始
ま
っ
た
東
京
五
輪
が
８
月

８
日
に
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
９
月

５
日
無
事
終
わ
っ
た
。

　

57
年
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同
様
、

自
衛
隊
は
多
く
の
任
務
の
中
、
特
に

競
技
会
場
周
辺
を
含
む
わ
が
国
上
空

及
び
周
辺
海
域
の
警
戒
監
視
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
等
を
し
つ

つ
国
旗
掲
揚
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
急

送
搬
送
、
会
場
内
外
の
整
理
等
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
自
衛
官
選
手
15
人

が
参
加
し
て
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
65

㎏
級
乙
黒
拓
斗
選
手
、
柔
道
女
子
78

㎏
級
濱
田
尚
里
選
手
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
男
子
エ
ペ
団
体
の
山
田
優
選
手
３

人
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
黙
々

と
五
輪
成
功
を
陰
で
支
え
た
自
衛
官

並
び
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

　

そ
し
て
愛・

・国
心・

・

・
な
き
一
部
の
反・

・日

政
治
家
や
マ
ス
コ
ミ
の
五
輪
開
催
反

対
と
直
前
の
関
係
者
の
相
次
ぐ
不
祥

事
の
中
で
開
催
さ
れ
た
が
、
も
し
開

催
を
辞
退
し
た
な
ら
ば
歴
史
的
に
禍

根
を
残
し
、
日
本
は
世
界
に
対
す
る

信
頼
を
失
い
、
ひ
い
て
は
民
主
主
義

国
家
と
専
制
主
義
国
家
の
対
立
を
さ

ら
に
助
長
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

東
京
五
輪
が
閉
会
し
た
後
、
多

く
の
論
評
の
中
で
陸
上
界
の
レ
ジ
ェ

ン
ド
、
米
国
の
カ
ー
ル
・
ル
イ
ス
選

手
は
『
そ
れ
に
し
て
も
日
本
は
よ
く

ぞ
大
会
を
開
い
て
く
れ
た
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ

せ
ら
れ
る
国
は
世
界
に
ほ
と
ん
ど
無

い
。
選
手
た
ち
は
大
会
を
開
い
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
全
力
を
尽
く
し

た
。
そ
し
て
世
界
の
何
十
億
と
い
う

人
が
選
手
と
同
じ
体
験
を
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
だ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
戦
争
、
平
和
、
怒
り
、
幸
せ
な
ど

ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
も
世
界
を
一

つ
に
す
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

今
大
会
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
日
本
の
皆
さ

ん
だ
』
と
述
べ
て
い
る
。
銘
記
す
べ

き
だ
。�

（
令
和
3
年
10
月
K
E
）
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○ 

変
異
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界

中
に
蔓
延
し
て
感
染
防
止
の
た
め

あ
ら
ゆ
る
防
止
策
が
講
じ
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
未
だ
衰
え
る
気
配

も
見
え
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
終
え
ら
れ
、
ど
う
か
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
消
滅
す
る
ま
で
自
己
防

衛
に
励
ん
で
下
さ
い
。

〇 

本
年
の
自
衛
隊
関
連
の
恒
例
の
行
事

が
大
き
く
変
更
・
中
止
さ
れ
、
会
員

総
会
等
も
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

〇 

大
阪
防
衛
協
会
主
催
講
演
会
は
ご
案

内
の
通
り
十
一
月
十
八
日
実
施
い
た

し
ま
す
。
現
在
最
も
旬
の
二
人
の
講

師
を
お
招
き
し
て
最
近
の
情
勢
を
軍

事
的
視
点
と
政
治
的
視
点
か
ら
的
確
・

明
快
に
ご
教
示
頂
け
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹

底
し
て
行
わ
れ
ま
す
の
で
ご
友
人
等

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
下
さ
い
。

　
℡  ・℻
０
６
ー
６
２
０
２
ー
８
２
８
４

　

E

–m
ail ek@

ace.odn.ne.jp

事
務
局
だ
よ
り

行
事
メ
モ

�

（
令
和
3
年
10
月
～
12
月
）

〇 

自
衛
隊
大
阪
大
規
模
接
種
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
）

�

～
11
月
30
日
㈫
迄

☆ 

空
自
一
般
幹
部
候
補
生
部
内

課
程
卒
業
式
（
奈
良
）

�

10
月
11
日
㈪

☆ 

空
自
飛
行
幹
部
候
補
生
後
期

入
校
式
（
奈
良
）�10
月
18
日
㈪

● 

近
畿
地
区
防
衛
協
会
青
年
部

研
修
滋
賀
大
会�

11
月
13
日
㈯

●
大
阪
防
衛
協
会
主
催
講
演
会 

　

※
１
（
大
阪
） 

11
月
18
日
㈭

●
関
西
安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー

　
（
大
阪
）�

11
月
30
日
㈫

☆ 
空
自
一
般
幹
部
候
補
生
課
程

卒
業
式
（
奈
良
）�12
月
21
日
㈫

※ 

中
部
方
面
隊
創
隊
記
念
日
、

八
尾
駐
屯
地
創
立
記
念
日
、

第
３
師
団
追
悼
式
等
の
行
事

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

�（
□
陸
▽
海
☆
空
〇
共
通
●
防
協
）

　

近
年
、
日

本
が
「
三
等

国
」
に
成
り
下

が
っ
た
気
が

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
、
特
に
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
」
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、

も
う
三
等
国
以
下
だ
。

　

Ｇ
Ｗ
明
け
の
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

高
齢
者
へ
の
接
種
が
始
ま
っ
た
も
の

の
、
医
療
関
係
者
の
２
割
し
か
完
了

し
て
い
な
か
っ
た
。
ひ
ど
す
ぎ
る
！

　

そ
も
そ
も
高
齢
者
よ
り
、
救
急
隊

員
を
含
め
た
医
療
従
事
者
と
そ
の
同

居
家
族
を
優
先
す
る
べ
き
だ
。（
私
自

身
が
「
高
齢
者
」
な
の
で
、
こ
の
件

で
遠
慮
な
く
発
言
で
き
る
の
は
有
り

難
い
。）

　
「
ま
さ
か
？
」
と
、
私
は
夫
に
尋
ね

た
。「
ま
さ
か
自
衛
隊
員
よ
り
高
齢
者

が
優
先
接
種
、
な
ん
て
こ
と
、
な
い

で
し
ょ
う
ね
？
」

　

台
湾
有
事
も
心
配
だ
が
、
そ
れ
よ

り
地
震
や
台
風
被
害
の
多
い
日
本
に

お
い
て
、
救
助
を
担
う
自
衛
隊
員
が

感
染
、
ク
ラ
ス
タ
ー
で
身
動
き
が
取

れ
な
い
！
な
ど
と
い
う
事
態
は
恐
ろ

し
過
ぎ
る
。
し
か
も
自
然
災
害
は
、

コ
ロ
ナ
と
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
に
深
刻
な
現
実
問
題
な
の
だ
。
富

士
山
だ
っ
て
、
い
つ
噴
火
す
る
か
わ

か
ら
な
い
。

　
「
サ
ヨ
ク
に
遠
慮
し
て
、
マ
ス
コ
ミ

が
報
じ
て
い
な
い
だ
け
で
、
ち
ゃ
ん

と
自
衛
隊
員
は
優
先
接
種
を
受
け
て

い
る
よ
」
と
夫
。「
今
の
行
政
レ
ベ
ル

で
、
本
当
に
そ
う
思
え
る
？
」「
思
え

な
い
」

　

そ
う
な
の
だ
。

　

生
ク
リ
ー
ム
ケ
ー
キ
を
大
人
数
で

「
公
平
」
に
分
け
る
た
め
、
そ
の
方
法

を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
う
ち
に
、

腐
っ
て
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
、
あ
る

い
は
、
皆
、
老
い
て
死
ぬ
。「
公
平
」

を
極
め
る
と
、
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
。

　

日
本
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
初
動
は
、

ま
さ
に
こ
れ
と
似
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
私
自
身
は
、
６
～
７
月

に
自
衛
隊
大
規
模
接
種
会
場
で
受
け

た
。
予
約
も
当
日
の
流
れ
も
ス
ム
ー

ズ
で
、
配
慮
が
行
き
届
き
感
心
。
三

等
国
以
下
で
も
自
衛
隊
は
一
流
と
安

心
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
よ
り
優

先
す
る
べ
き
人
間
は
多
い
と
思
う
。

（
ま
あ
、
高
齢
者
で
人
体
実
験
し
て
い

る
の
な
ら
、
話
は
別
だ
が
。）
と
き
に

は
国
の
た
め
に
、
非
情
な
「
命
の
選

別
」
を
決
定
で
き
な
い
政
治
ト
ッ
プ

は
、
さ
っ
さ
と
辞
任
す
る
べ
き
だ
。

　

私
な
ら
、
優
先
順
位
を
次
の
よ
う

に
す
る
。

①　

医
療
従
事
者
と
そ
の
同
居
家
族

②　

 

自
衛
隊
員
、
警
察
官
、
消
防
隊

員
と
そ
の
同
居
家
族

③　

 

感
染
者
の
多
い
地
域
（
都
道
府

県
で
は
な
く
、
よ
り
限
定
し
た

地
域
）
の
住
民
と
勤
労
者

④　

大
都
市
の
勤
労
者

⑤　

大
都
市
の
通
学
者

　

④
で
経
済
を
動
か
し
、
⑤
は
「
教

育
は
国
家
百
年
の
計
」
で
近
未
来
の

日
本
の
た
め
だ
。
以
上
の
条
件
に
入

ら
な
い
私
の
よ
う
な
年
金
生
活
者
へ

の
接
種
は
、
後
回
し
で
い
い
。

　

か
つ
て
ユ
ダ
ヤ
教
の
指
導
者
は
、

居
住
指
定
地
区
（
ゲ
ッ
ト
ー
）
で
、

医
薬
品
不
足
の
場
合
、
患
者
の
症
状

や
年
齢
に
よ
っ
て
、「
民
族
」
と
し
て

の
生
き
残
り
を
目
的
と
し
て
、
供
給

優
先
順
位
を
決
め
た
と
聞
く
。

　

自
衛
隊
員
の
方
々
も
、
た
と
え
ば

土
砂
災
害
で
、
ど
こ
か
ら
掘
る
か
に

よ
り
、
結
果
的
に
誰
か
ら
救
け
る
か

を
決
め
る
辛
い
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

は
ず
だ
。「
全
員
を
公
平
に
」
は
、
絶

対
に
無
理
な
の
だ
。

　

大
阪
で
は
、
高
齢
コ
ロ
ナ
患
者
病

院
搬
送
後
回
し
を
指
示
し
た
と
中
堅

幹
部
が
非
難
さ
れ
た
が
、
私
は
彼
に

同
情
す
る
。
彼
の
指
示
で
、
現
場
は

迷
わ
ず
敏
速
に
動
け
た
は
ず
。

　

本
来
、
医
療
崩
壊
状
態
に
お
い
て
、

首
長
が
優
先
順
位
を
判
断
す
る
べ
き

だ
っ
た
の
だ
。

　

今
回
の
拙
文
に
反
対
の
方
も
多
い

と
推
測
す
る
が
、
理
解
し
て
く
だ
さ

る
高
齢
者
の
方
も
お
い
で
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
シ
ニ
ア
の
方
々
と
、
コ
ロ
ナ

収
束
後
、「
日
本
高
齢
者
連
盟
」
な
る
看

板
の
も
と
に
集
い
、
口
う
る
さ
い
ジ
ジ

イ
と
バ
バ
ア
の
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換

が
で
き
た
ら
、
な
ど
と
夢
想
し
て
い
る
。

 

女
心
の
防
衛
論
　﹁
ワ
ク
チ
ン
﹂
憂
国
論

　
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
　
堀ほ
り  

江え  

珠た
ま  

喜き 

　

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　 
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
を
激
励
慰
問

　
七
月
三
十
日
大
阪
防
衛
協
会
女

性
部
池
上
淳
子
会
長
が
女
性
部
を

代
表
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
自
衛
隊
大
阪
大
規

模
接
種
セ
ン
タ
ー
（
六
月
十
七
日

〜
九
月
三
十
日
〜
十
一
月
末
日
）

に
勤
務
す
る
全
員
に
栄
養
ド
リ
ン

ク
を
贈
り
、
激
励
慰
問
し
た
。

第1章私は「人の成
長を信じる」と決め
ている   第2章 一
人ひとりに感情 言
葉 夢がある   第3
章 叱り、褒め、突き
放しなさい   第4章 
チームを作るとは
「一人ひとり」を束
ね動かすこと  第5
章 真のリーダーに

「人の心を自分の心のごとく思いやる
『恕（じょ）』の精神をもって欲しいと思
います」

リーダーを目指す皆さんへ

ダイキン工業会長 井上 礼之著
（大阪防衛協会会長）

プレジデント社 定価 1700 円

図書紹介

21年4月発刊

なるために磨くべき資質とは？　

第
６
回
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
防
衛
・
防
災　

 
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」

　

大
阪
防
衛
協
会
青
年
部
主
催
の
〜
私

た
ち
の
誇
り
、
自
衛
隊
に
会
い
に
行

こ
う
〜
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
防
衛
・
防

災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２
」
が

令
和
４
年
３
月
13
日
㈰
、
大
阪
南
港

ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）
と
そ
の
周
辺
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
延
期

又
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

会
員
増
勢
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
ご
協
力
の
お
願
い

　

大
阪
防
衛
協
会
は
、
昭
和
三
十
八
年

（
1
9
6
3
）
一
月
、
北
陸
地
方
一
帯
を

襲
っ
た
豪
雪
に
際
し
、
自
衛
隊
が
出
動

し
、
そ
の
献
身
的
な
働
き
に
感
動
し

た
関
西
経
済
連
合
会
を
中
心
と
す
る

多
く
の
財
界
人
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
九

年
二
月
松
下
幸
之
助
氏
を
初
代
会
長

と
し
て
創
設
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
に

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

協
会
は
創
設
以
来
、
P
K
O
・
災

害
派
遣
隊
員
の
激
励
慰
問
、
入
院
患

者
見
舞
い
、
殉
職
隊
員
家
族
弔
問
慰

霊
祭
協
力
、
新
入
隊
員
激
励
、
隊
員

募
集
協
力
等
の
支
援
活
動
を
行
う
他
、

機
関
紙
の
発
刊
、
講
演
会
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
、
音
楽
隊
演
奏
会
の
支

援
、
演
習
等
視
察
見
学
、
体
験
飛
行
・

航
海
、
青
年
部
に
よ
る
防
衛
防
災
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
婚
活
活
動
等
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
最
近
で
は
世
界
の
安
全
保

障
環
境
が
激
変
し
て
い
る
中
、
平
成

二
十
八
年
三
月
か
ら
「
平
和
安
全
保

障
法
制
」
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い

環
境
と
条
件
の
中
で
本
来
の
防
衛
任
務

の
他
、
P
K
O
活
動
や
災
害
派
遣
行

動
等
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
は
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
継

続
す
る
と
と
も
に
、「
自
分
の
国
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
気・
・概
を
示
す
手
段

が
当
協
会
の
存
在
と
考
え
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
会
の
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
さ
ら
に
会
員
増
勢
に
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長　

井
上
礼
之

 

（
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
取
締
役
会
長
）

年
会
費

・特
別
会
員（
法
人
）�一
口  

三
万
円

・賛
助
会
員�

一
口  

一
万
円

・普
通
会
員�

一
口  

三
千
円

・家
族
会
員�

一
口  

二
千
円

※ 

ご
入
会
希
望
の
方
、
ご
紹
介
下
さ
る

方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

〒
五
四
一
︲
〇
〇
四
一

　

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三

－

五

－一
九

　
　

淀
屋
橋
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
701
号

大
阪
防
衛
協
会
事
務
局

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六

－六
二
〇
二

－八
二
八
四

メ
ー
ル
番
号
﹇ek@

ace.odn.ne.jp

﹈

﹁
国
を
守
る
気
概
﹂
示
そ
う
！

織田 邦男 氏  プロフィール

1952年愛媛県生ま
れ。1974年（明石高
校から）防衛大学校
卒業（18期）、航空自
衛隊入隊、F4戦闘
機パイロットなどを
経て1983年、米国の空軍大学へ留学。
1992年米スタンフォード大学客員研究員、第６
航空団司令、航空開発実験集団司令官を経て、
2006年航空支援集団司令官（イラク派遣航空
部指揮官）、2009年航空自衛隊退職　空将
現在、織田コンサルタント代表、東洋学園大学
客員教授、国家基本問題研究所評議員、 日本
戦略研究フォーラム政策提言委員等
著書「現代防人考」「安全保障の基礎知識」等
雑誌「正論」等に多数投稿、講演TV出演

（おりた  くにお） ※1
村田 晃嗣 氏  プロフィール

1964年神戸市生まれ。
同志社大学法学部卒業。
米ジョージ・ワシントン
大学留学（フルブライト
奨学生）を経て、神戸大
学博士（政治学）。現在、
同志社大学法学部教授。
この間、法学部長、学長を歴任。
京都日米協会会長、京都国際文化協会理事長、
国際安全保障学会理事、アメリカ研究振興会評議
員、日本放送教会（NHK）経営委員会委員長代行。
外務省ODAに関する有識者懇談会委員、防衛
省参与なども努めた。
サントリー学芸賞、アメリカ学会清水博賞、読
売論壇新人賞を受賞。
専攻はアメリカ外交、安全保障政策研究。
著書に『銀幕の大統領ロナルド・レーガン』
（有斐閣、2018年）、『大統領途ハリウッド』
（中公新書、2019年）など多数。

（むらた  こうじ） ※2

ポストコロナにおける
日本の安全保障

令和3年11月18日（木）16時開演

大阪防衛協会主催講演会

第１部 1610～1730
「台湾有事と日本の課題」
　織田 邦男 氏　※１　

講演 

ホテル大阪インターナショナル６F場所 
お申込み FAX又は電話にて氏名・電話
番号をお知らせください

 （おりた くにお）

第２部 1740～1900
「バイデン政権下の日米関係と
東アジアの国際情勢」
　村田 晃嗣 氏　※2
　 （むらた こうじ）

大阪防衛協会☎＆FAX 06-6202-8284　
聴講　無料

（写真後列中央はセンター長小池阪神病院副院長、
前列左から増田１尉、池上会長、末長会員、土井１尉）


